
３
月
７
日
、
長
野
市
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
た
理
事
会
に
お
い
て
、
令

和
６
年
度
活
動
方
針
、
事
業
計
画
及
び
予

算
に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
き
、
理
事
全
員

の
賛
成
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎  

活
動
方
針 

長
年
に
わ
た
り
要
望
し
て
き
た
「
障
が

い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
長

野
県
づ
く
り
条
例
」
は
、
令
和
４
年
３
月

に
成
立
、
同
年
４
月
１
日
に
施
行
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
障
害
者
に
よ
る
「
合
理
的
配

慮
の
意
思
表
示
」
に
対
す
る
「
事
業
者
」

の
対
応
の
「
責
務
化
」
に
つ
い
て
は
、
遅

れ
て
同
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
、
行

政
の
対
応
と
同
じ
「
責
務
」
と
い
う
こ
と

で
国
よ
り
一
足
先
に
足
並
み
が
揃
い
、
完

全
施
行
の
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
。

障
害
者
の
社
会
生
活
を
困
難
に
し
て
い

る
「
社
会
的
障
壁
」
の
除
去
の
た
め
の
有

効
な
法
制
度
が
国
よ
り
先
に
整
っ
た
こ
と

は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
た
だ
、
条
例

は
策
定
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
大

切
な
こ
と
は
、「
実
効
性
の
あ
る
条
例
」

に
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
障
害
者

に
よ
る
「
合
理
的
配
慮
の
意
思
表
示
」
の

制
度
は
、「
社
会
的
障
壁
」
の
除
去
の
た

め
に
極
め
て
有
効
な
手
立
て
に
な
る
制
度

で
あ
り
、「
共
生
社
会
」
の
実
現
を
促
進

し
て
い
く
上
で
、
障
害
者
の
大
き
な
活
動

の
目
標
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
制
度
に
実
効
性
を
も
た

ら
す
た
め
に
は
、「
合
理
的
配
慮
の
意
思

表
示
」
を
受
け
る
立
場
の
側
が
、「
障
害

者
の
意
思
表
示
」
に
対
し
て
ス
ム
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
機
能
を
確
立
し
て
い
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
、「
事
業
者
」

並
び
に
「
行
政
」
が
「
合
理
的
配
慮
」
を

ス
ム
ー
ズ
に
提
供
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
へ
の
真
摯
な
努
力
を
訴
え
た
い
。

「
合
理
的
配
慮
の
意
思
表
示
」
の
制
度

は
、
障
害
者
が
一
個
人
の
立
場
で
の
み
、

「
意
思
表
示
」
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
よ
う
な

団
体
組
織
が
、個
人
に
肩
代
わ
り
し
て「
意

思
」
を
代
弁
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

は
な
い
。
こ
の
辺
の
「
制
度
」
の
事
情
を
、

事
業
者
、
及
び
特
に
行
政
が
十
分
に
理
解

で
き
て
い
な
い
と
、「
障
害
者
一
個
人
」

の
意
思
表
示
に
対
す
る
行
政
等
の
対
応
は

鈍
い
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
と
、
従
来
か

ら
の
行
政
の
対
応
の
状
況
か
ら
は
、
十
分

に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
実
効
性
を
持
っ
た
「
合

理
的
配
慮
の
意
思
表
示
」
の
制
度
を
推
進

す
る
た
め
に
、
こ
の
「
制
度
」、
並
び
に

「
法
」・「
県
条
例
」
等
々
の
理
解
の
啓
発

活
動
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
、
令

和
６
年
度
の
大
き
な
活
動
計
画
に
な
る
。

４
年
に
亘
り
、
協
会
の
各
事
業
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
、
こ
と
ご
と
く
中
止
若
し
く
は
延
期
の

状
況
に
至
っ
た
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
５
類
移
行
に
伴
い
、
正

常
な
事
業
運
営
の

計
画
を
実
施
す
る
。

「
新
任
の
ご
あ
い
さ
つ
」

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
　
　
長
野
市
障
害
福
祉
課
長
　

高
野
　
晃
弘
　

本
年
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
障
害

福
祉
課
長
と
し
て
長
野
市
の
障
害
福
祉
業

務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
本
市
の

障
害
者
福
祉
施
策
に
格
別
な
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
福
祉

の
向
上
及
び
社
会
参
加
の
促
進
の
た
め
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心

よ
り
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
市
で
は
障
害
者
基
本
計
画
等

に
基
づ
き
、
障
害
者
児
の
自
己
決
定
を
尊

重
し
、
そ
の
意
思
決
定
の
支
援
に
配
慮
す

る
こ
と
や
、
自
立
や
社
会
参
加
に
必
要
な

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
整
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
な
ど
の
施
策
を
通

じ
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
協
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
六
年
度
　
事
業
計
画
　
　
　
　

　
　
　
　
及
び
予
算
　
承
認
さ
れ
る

第 209 号
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社会福祉法人　　　　　　
長野市身体障害者福祉協会
理事長　小 林 和 夫
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（
第
一
面
三
段
目
か
ら
）

§ 
事
業
計
画
概
要

（
以
下
、
抜
粋
）

１　

組
織
体
制
の
強
化
・
充
実

新
会
員
の
入
会
が
な
い
今
日
、
会
員
の

高
齢
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
支
部
の
減
少
は

深
刻
さ
を
増
し
、
令
和
５
年
度
末
に
は
６

支
部
の
状
況
に
至
っ
て
い
る
。
協
会
活
動

の
原
点
で
あ
る
支
部
組
織
の
強
化
は
、
最

大
の
課
題
で
あ
り
、
解
決
策
は
唯
一
会
員

数
の
増
加
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
総
論
と
し
て
の
解
決
策
は
解

か
っ
て
い
て
も
、
具
体
的
な
策
を
見
出
せ

な
い
状
況
を
続
け
て
い
る
の
が
今
の
実
情

で
あ
る
。
良
い
解
決
策
を
見
出
す
努
力
が

大
切
で
あ
る
。

２　

障
害
者
福
祉
増
進
の
た
め
の
諸
活
動

⑴  

「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共

に
生
き
る
長
野
県
づ
く
り
条
例
」
の

正
し
い
理
解
へ
の
啓
発
と
広
報
活
動

に
努
め
る
。

⑵　

福
祉
大
会
、
研
修
会
を
は
じ
め
各

種
事
業
を
開
催
し
、
会
員
の
知
識
向

上
を
は
か
る
と
と
も
に
会
員
相
互
の

親
睦
や
交
流
の
輪
の
拡
大
に
努
め
る
。

３　

啓
発
活
動
の
推
進

⑴　

協
会
の
事
業
情
報
な
ど
を
提
供
す

る
た
め
、
会
報
「
幸
わ
せ
」
を
発
行

し
ま
す
。

⑵　

会
報
「
幸
わ
せ
」
を
朗
読
し
録
音

し
た
「
声
の
会
報
」
と
点
字
翻
訳
版

を
作
成
し
、
希
望
す
る
視
覚
障
害
者

の
会
員
に
配
布
し
ま
す
。

⑶　

協
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用

し
、
会
員
の
新
規
加
入
を
呼
び
か
け

ま
す
。

⑷　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充
実
さ

せ
、
協
会
の
Ｐ
Ｒ
や
会
員
加
入
に
つ

な
げ
ま
す
。

⑸　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
た
会

員
あ
て
に
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配

信
し
ま
す
。

⑹  

（
福
）
長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
発
行
の
機
関
紙
「
こ
こ
ろ
の
友
」

の
配
布
に
協
力
し
ま
す
。

４　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

長
野
市
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
長
野
市
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
適
切
な
維
持

管
理
、
利
便
性
の
向
上
、
教
室
・
講
座
の

充
実
、
利
用
団
体
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
、
利

用
率
の
向
上
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
と

令和６年度　法人本部事業会計予算
　（単位：円）

区
分 科　　　目 ６年度

予算額
前年度
予算額 増　減

収
　
　
　
　
入

会費 138,000 172,000 △34,000
余暇活動
支援事業 90,000 60,000 30,000

広報活動事業 100,000 100,000 0
健康教室事業 15,000 15,000 0
受取利息
配当金 500 500 0

雑収入 22,500 39,500 △17,000
事業区分間
繰入金 6,279,000 5,720,000 559,000

合　計 6,645,000 6,107,000 538,000

支
　
　
　
　
出

人件費支出 3,852,200 2,782,400 1,069,800
事業費
（助成金） 1,060,900 1,338,000 △277,100

　大会参加助 164,100 247,000 △82,900
　部会活動助 193,000 193,000 0
　支部活動助 56,000 67,000 △11,000
　本部活動助 386,300 489,000 △102,700
　研修 261,500 342,000 △80,500
事務費支出 1,731,900 1,986,600 △254,700
　旅費交通費 142,400 307,400 △165,000
　広報費 284,000 300,000 △16,000
　諸会費 549,400 553,400 △4,000
　その他 756,100 825,800 △69,700
合　計 6,645,000 6,107,000 538,000

令和６年度　主な行事予定
月 日（曜日） 事　業　内　容 開催場所、内容等

5
15（水） 監査 令和５年度事業報告・決算等
19（日） 長野市障害者スポーツ大会 長野運動公園総合運動場
23（木） 理 事 会① 令和５年度事業報告・決算等

6

6（木） ボッチャ講習会　※ 障害者福祉センター
13（木） 定時評議員会 令和５年度事業報告・決算等

20（木）
健康教室① 　

障害者福祉センター支部長会①
情報交換会①

7
11（木） 希望の旅①

北志賀竜王方面
18（木） 希望の旅②

10
5（土） 長野市身体障害者福祉大会

（第56回） 障害者福祉センター

17（木） 希望の旅③ （目的地未定）
24（木） さわやか合唱交流会 長野市芸術館

11

7（木）
健康教室②  

障害者福祉センター支部長会②
情報交換会②

9（土） 信州ふっころフェスティバル2024
（長野県身体障害者福祉大会）（開催地未定）

14（木） 理 事 会② 年度前期の職務執行状況
12 8（日） クリスマスの集い 障害者福祉センター
１ 9（木） 新春のつどい （会場未定）

２ 16（日） ニュースポーツ競技会と
歌声広場　※ 障害者福祉センター

３
13（木） 理 事 会③ 次年度事業計画・予算

19（水）
支部長会③

障害者福祉センター
情報交換会③

　　　　※ 青年部主催、女性部協力により実施されます。
　　　　※ 開催の可否、事業の変更は決定次第会報等でお知らせします。

この会報は、共同募金からの助成で発行しています。

令和６年４月20日 会　報　　「幸　わ　せ」 第209号（2）



支
援
に
努
め
ま
す
。

長
野
市
心
身
障
害
者
相
談
員
に
協
力
を

い
た
だ
き
、「
障
害
者
相
談
会(

ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ)

」
を
月
１
回
開
催
し
ま

す
。「

広
報
な
が
の
」
を
朗
読
し
録
音
し
た

「
声
の
広
報
」
を
、
希
望
す
る
視
覚
障
害

者
に
配
布
し
ま
す
。

５　

主
な
活
動
内
容

⑴
　
大
会
参
加
関
係

障
害
者
福
祉
向
上
の
一
助
と
す
る
た

め
、
当
協
会
主
催
「
第
56
回
長
野
市
身
体

障
害
者
福
祉
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

信
州
ふ
っ
こ
ろ
プ
ラ
ン
推
進
会
議
主
催

の
「
信
州
ふ
っ
こ
ろ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
４
」（
令
和
６
年
度 

第
74
回 

長

野
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会 

併
催
）」
に

参
加
し
ま
す
。

⑵
　
部
会
活
動
関
係

補
助
機
関
で
あ
る
視
覚
部
・
聴
覚
部
・

女
性
部
・
青
年
部
に
対
し
、
活
動
助
成
金

を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
活
動
に
対
す
る

助
言
等
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
青
年
部
が
主
催
し
、
女
性
部
が

協
力
し
て
開
催
す
る「
ボ
ッ
チ
ャ
講
習
会
」

（
６
月
）
と
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会

と
歌
声
広
場
」（
２
月
）
に
つ
い
て
は
、

全
会
員
が
参
加
対
象
の
た
め
、
運
営
に
協

力
し
ま
す
。

⑶
　
支
部
活
動
関
係

各
支
部
が
開
催
す
る
「
研
修
事
業
」
に

研
修
事
業
助
成
金
を
交
付
す
る
と
と
も

に
、
支
部
活
動
に
対
し
て
助
言
等
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
年
末
に
は
、
重
度
障
害
者

に
対
し
て
慰
問
品
を
配
付
し
ま
す
。

⑷
　
本
部
活
動
関
係

会
員
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ

た
社
会
参
加
の
促
進
と
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
る
た
め
、「
希
望
の
旅
」
を
７
月
に

２
回
、
10
月
に
１
回
、
計
３
回
実
施
し
ま

す
。

⑸
　
研
修
関
係

会
員
の
健
康
管
理
の
た
め
に
必
要
な
知

識
の
習
得
や
体
験
交
流
の
場
の
提
供
と
し

て
、「
健
康
教
室
」を
年
２
回
開
催
し
ま
す
。

「
長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
」
に

お
い
て
、
会
員
の
見
聞
を
広
め
る
た
め
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

⑹
　
そ
の
他

（
福
）
日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

（
日
身
連
）
が
斡
旋
す
る
、
お
茶
の
販
売

に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
車
用
品
等
の
割

引
購
入
会
員
の
増
加
を
図
り
、
収
益
の
一

部
を
協
会
（
支
部
を
含
む
。）
に
還
元
し

ま
す
。

長
野
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用

者
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
す

る
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
」
等
に
参
加

し
ま
す
。

６　

収
益
事
業　

⑴
　
福
祉
補
助
事
業

市
有
施
設
へ
の
自
動
販
売
機
の
設
置
、

車
い
す
の
貸
出
し
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

⑵
　
ロ
ー
ソ
ン
長
野
市
民
病
院
店
販
売
事
業

長
野
市
民
病
院
内
で
ロ
ー
ソ
ン
の
運
営

を
行
い
、
物
品
等
の
販
売
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

令
和
６
年 

能
登
半
島
地
震
支
援
金

当
協
会
か
ら
日
本
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
（
東
京
都
）
を
通
じ
て

12
万
円
を
被
災
地
へ
届
け
ま
し
た
。

本
部
会
員
・
支
部
会
員
の
皆
様
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　協会の最新情報をメールマガジン（不定期）で配信しています。
購読希望者は、協会あてに、名前、住所、携帯番号と

「メールマガジン購読希望」を記載したメールを送信してください。
申込みお待ちしています。

（協会メールアドレス :info@nagano-sfc.jp）

メールマガジンの配信をしています

令和６年２月 18 日開催　ボッチャ講習会

事務局及び障害者福祉センターは、毎週月曜日がお休みです。ホームページ https://nagano-sfc.jp/

（3）第209号 会　報　　「幸　わ　せ」 令和６年４月20日



点
字
教
室
に
つ
い
て

点
字
教
室
指
導
員
　
片
山
　
幸
子
　

初
め
ま
し
て
。
私
は
、
昨
年
４
月
か
ら

点
字
教
室
で
指
導
員
を
務
め
て
い
る
片
山

で
す
。
点
訳
活
動
を
始
め
て
、
長
い
も
の

で
40
年
以
上
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
点
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
の
経
験
は
あ
り
ま

す
が
、
視
覚
障
害
の
方
に
点
字
を
教
え
る

こ
と
は
初
め
て
で
、
日
々
悩
み
な
が
ら
指

導
し
て
い
ま
す
。

点
字
は
、６
個
の
点
の
組
み
合
わ
せ
で
、

一
文
字
分
が
人
差
し
指
の
腹
側
に
収
ま
る

大
き
さ
で
す
。
指
に
触
る
点
が
６
点
の
ど

の
点
か
で
、
50
音
が
識
別
で
き
ま
す
。
目

で
見
る
と
１
の
点
だ
か
ら
「
あ
」、
１
と

６
だ
か
ら
「
か
」
と
分
か
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
指
で
触
っ
て
判
別
す
る
こ
と
は
、
と

て
も
大
変
で
す
。
正
直
、
私
に
も
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
。
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
何
回

も
、
何
回
も
触
っ
て
そ
の
感
覚
を
脳
に
覚

え
さ
せ
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
時
に

は
「
昨
日
は
じ
ゃ
が
い
も
を
植
え
た
か

ら
、
手
が
荒
れ
て
い
て
よ
く
わ
か
ら
ね
え

な
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
方
も
い
て
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
話
に
花
が
咲
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

現
在
、
受
講
生
は
６
人
で
個
別
に
指
導

し
て
い
ま
す
。
個
々
の
ペ
ー
ス
で
進
め
て

い
ま
す
が
、
時
々
は
全
員
で
食
事
会
や
お

茶
会
も
行
い
、
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

裾
花
支
部
長
　
丸
山
　
　
勝
　

桜
も
咲
き
、
百
花
繚
乱
の
一
年
で
一
番

良
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

当
支
部
も
他
の
支
部
と
同
様
に
、
こ
こ

３
年
間
、
支
部
活
動
が
何
も
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
間
、
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
運

転
免
許
証
の
返
納
や
高
齢
者
施
設
へ
の
入

所
等
で
、
支
部
会
員
数
が
現
在
は
23
名
ま

で
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
中
、
本
部
事
業
で
昨
年
７
月
に
実

施
さ
れ
た
「
希
望
の
旅
」、
10
月
の
「
市

福
祉
大
会
」
へ
は
支
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に

数
名
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
の
２
月
に
は
久
々
に
支
部
会
員
親

睦
会
を
開
催
し
、
皆
で
美
味
し
い
中
華
料

理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
談
笑
し
、
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度

も
本
部
事
業
等
に
は
、
で
き
る
だ
け
大
勢

で
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
「
ボ
ッ
チ
ャ
講
習
会
」

　

日
時
：
令
和
６
年
６
月
６
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　

場
所
：
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
室

参
加
申
込
み
は
、
５
月
24
日
（
金
）
ま
で

に
、
電
話
で
、
協
会
事
務
局
へ

◎
「
希
望
の
旅
」

　

日
時
：
令
和
６
年

　
　
　
　

７
月
11
日
（
木
）

　
　
　

７
月
18
日
（
木
）

　

行
先
：
ソ
ラ
テ
ラ
ス

　
　
　
　
（
北
志
賀
高
原
竜
王
）

　
　
　

参
加
費:

一
人 

４
，
０
０
０
円

　
（
バ
ス
、
昼
食
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
代
）

※ 

都
合
の
良
い
日
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

参
加
申
込
み
が
少
な
い
場
合
は
、
11

日
又
は
18
日
の
ど
ち
ら
か
１
日
に
集

約
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 
歩
行
に
不
安
の
あ
る
方
は
、
介
助
者

の
同
行
を
お
願
い
し
ま
す
。（
同
行

者
も
参
加
費
の
ご
負
担
を
お
願
い
し

ま
す
。）

参
加
申
込
み
は
、
６
月
７
日
（
金
）
ま
で

に
、
電
話
で
、
協
会
事
務
局
へ

■
青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
償
配
布
■

日
本
郵
便
㈱
で
は
、
重
度
の
身
体
障
害

者
等
に
「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
」（
通
常
郵

便
は
が
き
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
身
体

障
害
者
の
場
合
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

配
布
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

配
布
枚
数　

一
人
に
つ
き
20
枚

受
付
期
間　
５
月
31
日
（
金
）
ま
で

申
込
み
方
法
　
お
近
く
の
郵
便
局
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
提
示
の
う
え「
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
。
代
理
人
に

よ
る
提
出
も
可
能
。

編　

集　

後　

記

２
０
２
０
年
12
月
以
降
に
能
登
半
島
で

発
生
し
て
い
る
群
発
地
震
。
２
０
２
４
年

１
月
１
日
に
発
生
し
た
震
度
７
の
揺
れ
の

地
震
は
、
気
象
庁
が
「
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
」
と
命
名
し
た
。
甚
大
な
被
害
が

出
た
の
で
、
日
身
連
で
は
被
災
地
支
援
と

し
て
支
援
金
を
募
る
こ
と
と
し
、
当
協
会

へ
も
県
身
障
協
を
通
じ
て
協
力
の
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。
協
会
本
部
か
ら
各
支
部
へ

支
援
金
の
依
頼
が
あ
り
、
朝
陽
支
部
で
は

会
員
か
ら
３
７
，
６
７
０
円
の
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。編

集
委
員
　
丸
山
　
　
顕
　

　
縁
側
か
ら
語
り
つ
ぐ

　
「
縁
が
和
リ
レ
ー
」　
第
21
回

支
部
だ
よ
り

参
加
者
募
集

お
知
ら
せ

◆本部会員の皆様へ◆　各事業の参加申込みは、協会事務局へ　TEL:228-3014

令和６年４月20日 会　報　　「幸　わ　せ」 第209号（4）


